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[1] 関数
f(x, y) =

√
(x − 1)2 + (y + 2)2

の (x, y) = (0, 0)における接平面を求めよ.

[2] 次の合成関数を考える.

z = exy

x = u + v, y = uv

u, v の関数である z の uに関する2階偏導関数 ∂2z
∂u2 を求めよ.

[3] 関数
f(x, y) = sin(x + 2y)

について (x, y) = (0, 0) で 2 次の項までテーラーの定理を用いよ
(つまり 2 次までマクローリンの定理を用いよ).

[4] x, y, z を正の数として, それぞれ縦, 横, 奥行きとした直方体を考え
る. (x, y, z)が半径 1 原点を中心とした球面上：x2 + y2 + z2 = 1を
動くとき, 体積が最大のものを求めよ.


